
▼
コ
ロ
ナ
禍
に
打
克
ち
国
民

の
い
の
ち
と
健
康
、医
療
・
介

護
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を

守
ろ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
は
収
ま
る
気
配
を
み
せ
ず
、
医

療
・
介
護
現
場
で
は
、
自
ら
の
感

染
リ
ス
ク
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら

も
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
た
め
の
懸
命
な
た
た
か
い
は
今

も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
感

染
症
と
の
た
た
か
い
が
長
引
い
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
不

充
分
な
支
援

策
し
か
行
わ

な
い
た
め
、

医
療
機
関
や

介
護
施
設
の

経
営
悪
化
の

事
態
も
深
刻

さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
そ

の
影
響
で
2

0
2
0
年
の

夏
冬
合
わ
せ

た
年
間
一
時
金
支
給
で
は
、
半
数

の
組
合
が
前
年
実
績
か
ら
引
き
下

げ
と
な
り
ま
し
た
。
国
が
的
確
に

支
援
策
を
取
ら
ず
に
こ
の
ま
ま
コ

ロ
ナ
禍
が
続
く
こ
と
と
な
れ
ば
、

「
医
療
崩
壊
」
や
「
介
護
崩
壊
」

が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
克
服
は
、

労
使
交
渉
だ
け
で
解
決
で
き
る
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
も
、
記
者
会
見
な

ど
で
医
療
・
介
護
現
場
の
窮
状
を

伝
え
て
世
論
化
さ
せ
な
が
ら
、
6

次
に
渡
っ
て
国
に
対
す
る
要
請
を

行
う
こ
と
で
、
不
十
分
で
は
あ
り

な
が
ら
も
、
国
に
支
援
策
を
取
ら

せ
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、

労
使
と
も
に
国
や
自
治
体
に
対
策

強
化
を
働
き
か
け
る
取
り
組
み
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
誰
も
が
８
時
間
働
け
ば
ま

と
も
に
暮
ら
せ
る
賃
金
の
必

要
性
に
確
信
を
持
と
う

21
春
闘
産
別
統
一
要
求
で
掲
げ

る
要
求
額
は
、
今
の
賃
金
水
準
か

ら
相
当
な
引
き
上
げ
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
数
字
だ
け
を
見
れ
ば

「
非
現
実
的
な
要
求
」
と
捉
え
が

ち
で
す
が
、
し
か
し
、
現
状
の
賃

金
水
準
が
低
す
ぎ
る
の
で
あ
り
、

「
最
低
生
計
費
も
満
た
せ
な
い
よ

う
な
最
低
賃
金
で
良
い
の
か
？
」

「
心
身
と
生
活
時
間
を
削
っ
た
代

償
と
し
て
の
残
業
手
当
や
休
日
出

勤
手
当
、
夜
勤
手
当
な
ど
が
加
わ

っ
て
、
よ
う
や
く
生
活
で
き
る
よ

う
な
賃
金
水
準
で
良
い
の
か
？
」

と
い
う
、
根
本
的
な
問
題
に
向
き

合
い
、
働
き
方
と
賃
金
の
あ
り
方

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
春

闘
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
「
職
場
で
特

に
不
満
に
感
じ
る
こ
と
」
の
1
位

は
常
に
「
賃
金
が
安
い
」
で
す
。

こ
こ
を
改
善
し
な
い
限
り
は
、
安

定
し
た
人
員
確
保
に
も
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
・
介

護
の
経
営
実
態
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
中
で
の
要
求
討
議
だ
か
ら
こ

そ
、
基
本
に
立
ち
返
っ
た
要
求
討

議
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

賃
金
水
準
が
低
く
抑
え
ら
れ
た
ま

ま
な
の
か
、
そ
の
原
因
は
何
か
、

解
消
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
運

動
が
必
要
か
と
い
う
対
話
を
職
場

内
で
く
ま
な
く
広
げ
、
生
計
費
原

則
に
基
づ
く
賃
金
要
求
の
重
要
性

を
意
識
し
な
が
ら
春
闘
要
求
を
練

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▼
い
の
ち
守
る
国
会
請
願
署

名
を
運
動
の
中
心
に
置
き
、

今
の
政
治
を
変
え
よ
う

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
い
ま
多
く

の
国
民
は
、
感
染
症
病
床
の
少
な

さ
や
、
そ
の
病
床
を
中
心
的
に
担

っ
て
い
る
公
立
・
公
的
病
院
の
統

廃
合
、
公
衆
衛
生
の
要
で
あ
る
保

健
所
の
減
少
、
医
療
や
介
護
を
担

う
医
師
や
看
護
師
、
介
護
職
員
な

ど
従
事
者
不
足
、
社
会
保
障
費
自

己
負
担
の
重
さ
な
ど
に
疑
問
を
感

じ
、
強
い
不
安
と
不
満
を
あ
ら
わ

に
し
て
い
ま
す
。
い
ま
の
政
治
の

在
り
方
で
は
、
国
民
生
活
は
守
れ

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

今
、
国
民
生
活
を
最
優
先
に
考
え

た
政
治
の
在
り
方
に
舵
を
切
り
換

え
る
と
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
国
民

的
な
支
持
も
集
ま
る
は
ず
で
す
。

「
い
の
ち
ま
も
る
国
会
請
願
署
名
」

を
幅
広
い
組
織
の
協
同
で
推
進
さ

せ
、
2
0
2
1
年
の
通
常
国
会
で

請
願
採
択
を
実
現
さ
せ
る
運
動
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
会
請

願
署
名
の
重
要
性
や
そ
の
効
果
を

職
場
で
共
有
し
、
3
月
や
5
月
の

ナ
ー
ス
ウ
エ
ー
ブ
行
動
で
、
各
県

で
地
方
マ
ス
コ
ミ
に
も
働
き
か
け

て
運
動
を
可
視
化
し
世
論
を
広
げ

な
が
ら
、
大
き
な
運
動
を
展
開
し

ま
し
ょ
う
。
中
央
で
も
全
労
連
・

社
保
協
・
医
団
連
と
し
て
の
大
規

模
な
国
会
行
動
配
置
を
行
い
、
協

力
協
同
の
運
動
を
前
進
さ
せ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
り
、
だ
れ
も
が
8

時
間
働
け
ば
ま
と
も
な
暮
ら
し
の

で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
21
国
民
春
闘
に
結
集
し
て
奮

闘
し
ま
し
ょ
う
。

日本医労連は、1月19日～20日、
第52回中央委員会を東京都内でＷＥ
Ｂ併用にて開催し、「まともな暮ら
しができる賃金・労働条件の実現」
「安全・安心の医療・介護の実現」
「改憲阻止、戦争法廃止、いのちと
平和を守る政治の実現」「20万医労
連建設めざす組織拡大」を運動の基
調に据えた2021年春闘方針案が、活
発な討論で補強されました。
討論では、コロナ禍の現場の実態
や、その中でも委縮せずたたかう決
意をはじめ、産別統一闘争への結集
強化。また、公立公的病院再編問題
での地域での取り組みの重要性、新
人加入・共済加入セットで組織拡大
の決意などが発言されました。
中央委員会は、上半期の決算報告

・会計監査報告の提案・承認ののち、
春闘方針と、第10次組織拡大3カ年
計画（第2号議案）が全会一致で採
択されました。つづいて医労連共済
制度見直し・規定改定が提案され、
賛成多数で承認されました。運営委
員についても日本医労連本部書記・
山崎世理書記、鹿野光裕書記の補充
が承認されました。
事前に郵送で投票をお願いした、
産別統一スト権は確立し、役員補充
選挙についても、全 JCHO病院労組
の大島賢さんが信任されました。
2021年春闘方針と体制が確立され
閉会しました。

20
年
度
中
央
執
行
委
員

医
労
連
共
済
第
32
期
運
営
委
員

事
務
局
次
長

山
崎
世
理日

本
医
労
連
書
記

事
務
局
次
長

鹿
野
光
裕日

本
医
労
連
書
記

◇
◇
21
春
闘
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
◇
◇

2
月
26
日
ま
で

要
求
提
出
・
ス
ト
権
確
立
期
限

3
月
4
日
〜
5
日

対
政
府
中
央
行
動

3
月
10
日

統
一
回
答
指
定
日

3
月
11
日

産
別
統
一
行
動

3
月
22
日
〜
26
日

交
渉
集
中
・
回
答
引
上
げ
ゾ
ー

ン

緊
急
事
態
宣
言

再
発
令
。
首
都
圏

か
ら
関
西
東
海
な

ど
11
都
府
県
に
拡

大
。
飲
食
店
な
ど

の
時
短
営
業
、
夜

間
の
外
出
自
粛
、

出
勤
者
の
7
割
削
減
等
々
。
菅
政

権
の
後
手
後
手
対
応
に
、
国
民
・

医
療
介
護
現
場
は
ど
う
思
う
の
だ

ろ
う
か
▼
安
倍
前
首
相
、
桜
を
見

る
会
問
題
で
の
虚
偽
国
会
答
弁
1

1
8
回
！
時
の
現
職
総
理
が
で
あ

る
。国
民
の
怒
り
を
通
り
越
し
て

呆
れ
さ
せ
る
戦
略
な
の
か
と
勘
ぐ

っ
て
し
ま
う
が
、こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
国
民
を
コ
ケ
に
し
た
政
治
家
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
▼
今
年
は
東

日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
。

岩
手
・
宮
城
・
福
島
県
民
の
復
興
実

感
は
二
人
に
一
人
が
思
い
描
い
て

い
た
よ
り
悪
い
、特
に
福
島
は
6

割
以
上
が
悪
い
と
回
答
。「
東
北
の

復
興
無
く
し
て
日
本
の
再
生
は
無

い
」と
安
倍
・
菅
は
言
う
が
や
は
り

信
用
で
き
な
い
▼
米
大
手
Ｉ
Ｔ
企

業
グ
ー
グ
ル
で
労
組
結
成
。セ
ク

ハ
ラ
・
差
別
・
軍
事
協
力
に
抗
議
し

「
労
働
者
が
不
当
な
扱
い
や
差
別
、

報
復
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
公
正
な

賃
金
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を
保

証
す
る
た
め
に
取
組
む
」と
執
行

委
員
長
。素
晴
ら
し
い
、元
気
と
勇

気
を
も
ら
え
る
出
来
事
▼
今
年
は

総
選
挙
が
行
わ
れ
る
政
権
選
択
の

年
。コ
ロ
ナ
を
克
服
し
医
療
介
護

を
は
じ
め
社
会
保
障
政
策
の
大
転

換
を
実
現
す
る
た
め
に
役
割
を
果

た
し
た
い
▼
宮
崎
駿
監
督
の「
大

事
な
も
の
は
大
抵
面
倒
く
さ
い
。

面
倒
く
さ
い
っ
て
い
う
自
分
の
気

持
ち
と
の
戦
い
」と
い
う
言
葉
が

胸
に
残
る
。面
倒
く
さ
い
を
乗
り

越
え
た
先
を
想
い
楽
し
ん
で
元
気

に
や
ろ
う
。今
年
は
も
う
雪
が
積

も
ら
な
い
で
と
願
い
な
が
ら
。

コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
国
民

の
い
の
ち
と
生
活
最
優
先
の

政
治
へ
と
転
換
さ
せ
よ
う
！
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要
求
に
確
信
も
て
る
職
場
討
議
を

要
求
に
確
信
も
て
る
職
場
討
議
を

要
求
に
確
信
も
て
る
職
場
討
議
を

コロナ禍を克服し、コロナ禍を克服し、

日
本
医
労
連
書
記
長

森
田

進

第５２回中央委員会第５２回中央委員会

春闘方針
を決定

大島 賢
全ＪＣＨＯ
病院労組

2021年春闘2021年春闘
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0 5 10 15 20 25

テレワークにおける長時間労働防止策

テレワークにおける費用負担

テレワークの拡大

通勤の混雑緩和

リモート会議の拡大

職場の執務・作業スペース拡大

労働時間の短縮

雇用調整助成金の制度拡充

休業補償の 10割支給の義務化

PCR検査の拡充

感染拡大防止のための職場環境整備

マスクなど衛生資材の備蓄

（％）
新型コロナ特別項目：見直すべき職場環境

ややゆとりがある
５％

まあまあだ
44％

生活実感

やや苦しい
41％

かなり苦しい
10％

0 10 20 30 40 50

仕事がきつい

休暇がとれない・
少ない

一時金が少ない

人員が少ない

賃金が安い

0 10 20 30 40 50

職場や仕事がなくなる
のではないか

仕事がきつい

正社員との賃金・
労働条件の格差

退職金がない・少ない

賃金が安い

（％）
グラフ２：職場の不満（正職員）

グラフ３：職場の不満（非正規）

0 5 10 15 20 25 30

通信費

水道・光熱費

医療・介護費

奨学金の返済

交通費（自動車の
維持費も含む）

食費

学費（子供の教育費・研修
・教材費・保育料など）

税・社会保険料

住居費

（％）グラフ１：生活実感からの１番の負担感

今今回回のの調調査査でではは、、新新型型ココロロナナにに関関
すするる特特別別項項目目をを設設けけ、、仲仲間間のの声声をを集集
めめままししたた。。

●新型コロナが消えない以上、医療従事
者としての行動責任やストレスは消え
ず増えていくと思う。給付金は今回貰
えることになったが、今後先が見えな
い事に不安。高齢者が重症化しやすい
傾向にある為とても気をつかってい
る。子供もいる為、旅行やイベントに
も行かせてあげたいが行けず、早く終
わりが来てほしい。そして更なる生活
支援を苦しんでいる人の状況を把握し
て優先順位で助けてほしいと思う。
●休憩時間をけずって仕事しても終わら
ないくらい多忙なのに、残業が出ると
上司に怒られる、救われない。
●日々新型コロナ対応している医療従事
者の安全確保、人員確保、定期的なＰ
ＣＲ検査ができる体制を望みます。頑
張って働いている医療従事者が疲弊し
ない、充実し（家族も安心できる）安
全な対応を望みます。
●税金や社会保険料などの値上げに対し
て賃金のベースアップが見合ってな
い。業務時間内に終了できない量の業
務がある。
●医療介護職場の善意だけに頼らない制
度作りを。診療報酬・介護報酬で人員
を増やすことのできる改善を望みま
す。毎年の薬価改定の見直しを。
●残業しないと日常業務が終わらない状
況をかえてほしい。人を増やして欲し
い。
●体の不調が続き、仕事がつらくなる。
人数が確保できないため、短時間でも
仕事ができる人の募集をかけてほし
い。辞めたいと考えてしまいます。
●常に危険と隣り合わせ、人員不足の中
頑張っている。新型コロナ患者が増え
ると医療崩壊が不安。
●退職者が多く補充もされない中で働い
ています。からだ壊しそうです。

結結成成大大会会のの様様子子

1
月
14
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀

市
の
外
郭
団
体
で
あ
る
横
須
賀
市

社
会
福
祉
事
業
団
の
障
が
い
者
支

援
施
設「
か
が
み
田
苑
」に
て「
か

が
み
田
苑
労
働
組
合
」
が
6
人
の

仲
間
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
か
が
み
田
苑
」
を
運
営
す
る

横
須
賀
市
社
会
福
祉
事
業
団
は
、

横
須
賀
市
か
ら
事
業
の
指
定
管
理

を
受
け
て
事
業
運
営
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
こ
数
年
赤
字
が
続
く

よ
う
に
な
り
、
職
員
の
一
時
金
・

業
務
調
整
金
な
ど
の
削
減
を
一
方

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

県
医
労
連
へ
の
相
談
以
前
か

ら
、
施
設
職
員
で
連
帯
し
、
人
員

要
求
や
予
算
要
望
な
ど
を
集
め
、

事
業
団
・
事
務
局
長
へ
直
談
判
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
関
わ
っ
た

職
員
の
異
動
が
ほ
の
め
か
さ
れ
た

り
、
要
望
の
受
け
取
り
を
拒
否
す

る
と
い
っ
た
態
度
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
職
場
改
善
を
目
指
す
職
員
が

県
医
労
連
に
相
談
・
組
合
に
加
入

し
、
横
須
賀
三
浦
地
域
労
働
組
合

総
連
合
と
も
連
携
し
て
団
体
交
渉

を
行
う
な
ど
、
市
と
事
業
団
の
責

任
を
追
及
す
る
中
で
労
働
者
の
地

位
と
権
利
を
守
る
た
め
、
組
合
結

成
に
至
り
ま
し
た
。

岩
永
執
行
委
員
長
は
「
事
業
団

に
対
し
人
員
・
予
算
要
求
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
組
合
の
力
が
必
要

だ
と
感
じ
、
結
成
に
至
り
ま
し

た
。
声
を
か
け
、
仲
間
が
増
え
て

く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
。
横
須
賀

市
か
ら
事
業
団
に
指
導
は
入
っ
て

い
る
が
、
経
営
陣
の
意
識
ま
で
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
の
意
識

も
変
え
て
い
き
た
い
」
と
結
成
に

至
っ
た
想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
収
ま
ら
な
い
中
集
約
し
た
特
別
項

目
の
う
ち
「
今
後
見
直
す
べ
き
職
場

環
境
」
の
項
目
で
は
、
「
衛
生
資
材

の
備
蓄
」
が
21
・
6
％
、
「
感
染
拡

大
の
た
め
の
環
境
整
備
」
が
21
・
4

％
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
」
が
15

・
6
％
と
な
り
ま
し
た
。

自
由
記
入
欄
と
し
て
設
け
た
「
Ｖ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
！
」
に
は
、
職
場
の
過
酷

な
実
態
や
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

へ
の
要
求
な
ど
1
3
7
5
人
か
ら
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日本医労連は1月15日、全労連、国民春闘共闘、東京春闘共闘、首都圏
共闘に結集し、国民春闘をスタートさせる「闘争宣言行動」に取り組みま
した。東京都千代田区の経団連会館をのべ約300人が包囲し、コロナ禍でこ
そ459兆円にものぼる内部留保を還元して、大幅賃上げと全国一律最低賃金
1500円を実現せよ、雇用を確保せよ、と求めました。経団連包囲に先立ち
厚労省前行動、丸の内のデモ行進を行いました。

生
活
実
感
に
つ
い
て
「
か
な
り
苦

し
い
」
10
・
0
％
「
や
や
苦
し
い
」

41
・
0
％
あ
わ
せ
て
51
・
0
％
が
苦

し
い
生
活
実
感
を
訴
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
と
比
較
す
る
と
若
干
改

善
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
2
0
1
0
年
か
ら
の
平

均
で
は
60
・
8
％
と
6
割
を
超
え
て

お
り
生
活
改
善
は
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
生
活
実
感
か
ら
く
る
賃
金
不

足
額
の
平
均
は
3
万
8
6
2
8
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「「２２００２２１１年年春春闘闘働働くくみみんんななのの要要求求アアンンケケーートト」」のの中中間間集集計計状状況況でですす。。
１１月月１１５５日日現現在在、、約約２２万万７７千千人人分分のの集集約約でですす。。

1
月
6
日
、
日
本
医
労
連
は
全
労
連

と
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
に
結
集
し
、

東
京
駅
前
で
春
闘
勝
利
に
向
け
た
新
春

宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
横
断
幕

や
ビ
ラ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な

が
ら
、
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
コ
ロ
ナ
対
策
と
政
治
の
転
換
を
求
め

ま
し
た
。
東
京
駅
前
の
弁
士
で
は
、
日

本
医
労
連
・
鎌
倉
幸
孝
副
委
員
長
が
医

療
現
場
の
過
酷
な
職
場
実
態
や
、
医
療

体
制
の
強
化
、
「
い
の
ち
署
名
」
へ
の

協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

鎌
倉
副
委
員
長
の
発
言

看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
病
院
職
員

の
退
職
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
感
染
の

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
過
酷
な
労
働
環

境
の
下
で
、
十
分
な
待
遇
も
な
く
、
周

囲
か
ら
差
別
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
背
景

に
あ
り
ま
す
。
30
人
以
上
が
退
職
し
た

病
院
も
あ
り
、
病
院
職
員
へ
の
サ
ポ
ー

ト
が
急
が
れ
ま
す
。

自
粛
要
請
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
十

分
な
保
障
と
一
体
に
進
め
る
べ
き
で
あ

り
、
事
業
と
雇
用
、
生
活
へ
の
支
援
を

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
し
て
、

感
染
症
対
策
の
基
本
で
あ
る
検
査
・
保

護
、
追
跡
を
抜

本
的
に
強
化
す

べ
き
で
す
。
感

染
実
態
の
全
体

を
つ
か
み
、
適
切
な
医
療
・
療
養
を
保

障
し
、
正
確
で
正
し
い
情
報
と
対
策
を

示
す
こ
と
こ
そ
政
府
の
責
務
で
す
。

私
た
ち
日
本
医
労
連
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
人
的
・
経
営
的
な
打
撃
は
、

個
々
の
経
営
努
力
で
克
服
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
国
や
自
治
体
の
政
策
や
支

援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

な
し
に
医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
経
営

を
守
り
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
は
守

れ
な
い
こ
と
を
、
引
き
続
き
訴
え
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
労
働
者
の

暮
ら
し
と
権
利
を
守
り
、
国
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
最
前
線
で
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
改
め
て
2
0
2
1
年
春

闘
で
奮
闘
し
て
い
く
決
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。

生活「税・社会保険料」負担ズッシリ（グラフ１）
「何に1番負担を感じるか」の問いに第1位が
「住居費」、第2位「税・社会保険料」、第3位
「学費（子供の教育費、保育料や研修費など）」
と続いており、過去の比較でみても、この順位に
大きな変動はありません。
特に「税・社会保険料」の負担感は20代から60
代まで1位・2位を占めています。これは、「政
府に対する要求」とも一致して、国の施策を含め
た改善が必要です。

職場の不満「賃金が安い」不動の１位（グラフ２、３）
職場の不満では、「賃金が安い」49．8％と約半
数が賃上げを求めています。次いで「人員が少な
い」38．5％、「一時金が少ない」が26．4％と続いて
います。パートの職場に対する不満でも「賃金が
安い」46．3％とトップになり、賃上げ要求額も年
々上がっています。昨年と比較して8円増え174円
の要求額となり賃金の大幅引き上げは、ゆずれな
い切実な要求となっています。

政府要求「最低賃金引上げ」連続２位
「政府への要求で最も重視するもの」では、例年
通り「医療・介護・保育の充実」がトップです。ま
た昨年に続き「最低賃金引き上げ」が43．2％と第
2位となっています。全国で最低生計費試算調査
がすすみ、「誰でも8時間働けばまともな暮らし
ができる」ためには時給1500円必要なのだという、
全国一律最賃・産別最賃をめざした学習と運動の
成果が反映しています。

要要請請にに対対応応すするる厚厚労労省省のの職職員員

日
本
医
労
連
は
1
月
14
日
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
緊
急
要
請
（
第
6

次
）
」
を
厚
労
省
に
行
い
ま
し

た
。
要
請
に
は
、
森
田
し
の
ぶ

中
央
執
行
委
員
長
ら
5
人
が
参

加
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
や
、

全
て
の
医
療
機
関
・
介
護
事
業

所
へ
の
十
分
な
財
政
支
援
を
行

う
こ
と
、
感
染
症
医
療
を
想
定

し
て
い
な
い
現
行
の
地
域
医
療

構
想
を
前
提
に
置
い
た
医
師
・

看
護
師
の
需
給
推
計
は
抜
本
的

に
や
り
直
す
こ
と
等
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

全日本国立医療労働組合（全医労）東海北陸地方協議会の書記局員を
募集しています。新型コロナウイルス禍の中、国民のための医療を支え
る国立医療機関で働く職員の労働組合に、あなたの力が必要です！

【勤務地】 愛知県名古屋市熱田区沢下町9―7 労働会館東館401
【業務内容】 当組合の各種事務及び管轄する東海北陸6県の国立医療

機関に勤務する全医労支部と組合員の活動を援助する組
織活動

【労働条件】 国家公務員の諸規定に準じる当組合労働協約で処遇
【募集人員】 1名（キャリア形成のため35歳以下の方）
【採用時期】 2021年2月～4月で随時受付着任時期応相談

応募される方は至急履歴書を提出してください。
履歴書到着後、指定のテストを受けていただき面接日を
決定いたします。

【応募及び問い合わせ先】
〒456-0006愛知県名古屋市熱田区沢下町9-7労働会館東館401全医労
担当 根来（ねごろ）純司（じゅんじ）
TEL 052-871-7856 FAX 052-889-1140 携帯 090-5459-8368
Email z-iro-tk@r2.dion.ne.jp

日
本
医
労
連
は
、
2
0
2
1
年
春

闘
の
前
進
を
目
指
す「
春
闘
グ
ッ
ズ
」

と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
ワ
ッ
ペ
ン
を
作
成
し
、
加
盟
組

織
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
ワ
ッ
ペ
ン

は
注
文
制
（
1
個
40
円
）
で
、
見
本

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
本
医
労
連

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
宣
伝
物
」
に
も

デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
て
い
ま

す
。
各
組
織
で
積

極
的
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

春闘グッズ

「
生
活
が
苦
し
い
」５
割
以
上

８時間働けば
まともな暮らしができる社会に

パンフレット

１０
年
間
変
わ
ら
ず
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2021春闘
特
別
項
目
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

「
衛
生
資
材
」「
検
査
の
拡
充
」上
位

社会的役割にふさわしい賃金・労働条件の実現を

いのちと暮らしを守る

春
闘
勝
利
に
向
け

新新
春春
宣宣
伝伝
行行
動動

かがみ田苑労働組合
神奈川県医労連

新型コロナ
検
査
の
拡
充
、財
政
支
援
を

全医労東海北陸地方協議会 書記局員募集

緊
急
要
請（
第
６
次
）
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●
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
た
ま
た

明
瞭
に
浮
き
上
が
っ
て
き
た
大
き

な
命
題「
い
の
ち
・
医
療
」か「
経

済
」
か
、
今
回
は
ど
ち
ら
も
密
接

に
絡
ん
で
い
て
簡
単
に
答
え
は
出

な
い
。
今
は
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
に

か
保
ち
つ
つ
、
人
類
の
英
知
を
結

集
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
て

い
く
し
か
な
い
と
っ
て
も
難
し
い

か
じ
取
り
で
す
ね
。

（
福
島
・
渡
辺
進
）

●
我
が
県
で
は
、
最
近
は
毎
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
出
て
い
ま

す
。
そ
の
為
か
、
身
近
な
人
の
友

人
知
人
が
濃
厚
接
触
者
だ
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
聞
こ
え
て

来
る
の
は
、
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め

で
す
。
医
療
福
祉
の
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
明
日
は
我
が
身
の
思
い

で
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
世

間
一
般
で
は
以
外
と
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
で
「
誹
謗
中

傷
は
や
め
て
」
と
聞
く
度
に
、
よ

ほ
ど
ひ
ど
い
ん
だ
ろ
う
な
…
と
、

想
像
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

は
想
像
以
上
で
し
た
。
「
も
し
か

し
た
ら
、
自
分
自
身
も
無
症
状
感

染
者
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
ど
う

し
た
ら
思
っ
て
も
ら
え
る
の
か

…
。誹
謗
中
傷
は
と
て
も
悲
し
く
、

怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
新
潟
・
倉
茂
稔
子
）

●
年
末
年
始
、
病
院
は
6
日
間
休

み
に
な
り
ま
す
。
年
明
け
み
ん
な

元
気
で
出
て
き
て
く
れ
る
か
な
？

自
分
も
含
め
、
今
年
の
正
月
は
職

員
さ
ん
の
健
康
が
本
当
に
気
が
か

り
で
す
。（

熊
本
・
松
山
よ
し
江
）

●
病
院
か
ら
診
療
所
へ
異
動
と
な

り
業
務
提
携
内
容
の
違
い
に
て
ん

や
わ
ん
や
し
て
い
ま
す
。

（
京
都
・
川
西
瞳
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
交
流
機

会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
生
活
に
困

っ
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
発
見
が
遅
れ

が
ち
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、「
困

っ
た
」
と
か
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を
い
ち

早
く
発
見
出
来
る
方
法
、
人
と
の

繋
が
り
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
長
野
・
上
野
誠
）

●
昨
年
は
、
一
言
で
表
現
す
る
な

ら
「
分
断
」
の
一
年
で
し
た
。
今

年
は
、
対
話
と
再
構
築
の
年
に
し

た
い
で
す
。（

東
京
・
荻
原
千
恵
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
日
本
の
医
療

を
守
り
、
国
民
の
い
の
ち
を
守
る

医
療
労
働
者
の
賃
金
労
働
条
件
向

上
の
闘
い
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

り
ま
す
。

（
大
阪
・
土
井
弘
之
）

●
「
今
年
の
漢
字
」
は
「
密
」
に

な
り
ま
し
た
ね
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

振
り
回
さ
れ
た
1
年
で
し
た
。
本

年
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
福
島
・
窪
田
裕
）

24
時
間
交
替
制
勤
務
を
行
っ
て
い
る

医
療
機
関
を
対
象
に
取
り
組
ん
だ
「
2

0
2
0
年
度
夜
勤
実
態
調
査
」
。
調
査

結
果
を
掲
載
し
た
、
月
刊「
医
療
労
働
」

12
月
号
は
、
在
庫
を
多
め
に
用
意
し
て

い
ま
す
。（
1
冊
5
0
0
円
で
販
売
）。

自
治
体
要
請
や
関
係
団
体
訪
問
等
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【パズル解答】
1745号の答えは「ジヨヤノカネ」でした。正解者
の中から抽選でクオカードを贈呈します。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵便番号、
⑤住所を記入し、解答を2／17（水）までにご応
募ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013 台東区入谷1-9-5
「日本医労連教育宣伝局」FAX03-3875-6270
e-mail : n-ask@irouren.or.jp

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
で
の

給
付
が
増
え
て
い
ま
す
。

医
労
連
共
済
の
セ
ッ
ト

共
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を

指
定
感
染
症
の
「
不
慮
の

事
故
」
と
し
て
扱
い
、
入

院
・
死
亡
・
後
遺
障
害
は

さ
ら
に
手
厚
く
給
付
を
行

い
ま
す
。
（
診
断
書
や
保

健
所
の
証
明
が
必
要
）

加
入
者
か
ら
の
お
手
紙

手
厚
い
給
付
が
加
入
者

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
夫
が
感
染
し
、
自
分
も

陽
性
に
な
り
、
子
ど
も
を

残
し
て
療
養
に
入
っ
た
。

重
症
化
し
な
か
っ
た
が
、

夫
の
給
料
が
激
減
し
た
と

こ
ろ
共
済
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
た
。
喜
び

は
か
な
り
大
き
か
っ
た
」

型
上
げ
が
ポ
イ
ン
ト

1
月
の
給
付
で
は
入
院

13
日
・
休
業
8
日
で
43
万

円
の
給
付
を
行
い
ま
し

た
。
入
院
1
万
円
・
休
業

5
千
円
で
は
給
付
は
17
万

円
で
す
。
差
額
の
ポ
イ
ン

ト
は
生
命
共
済
の
口
数
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

の
継
続
手
続
き
で
は
、
セ

ッ
ト
共
済
の
型
上
げ
を
お

勧
め
し
ま
す
。

民
間
検
査
で
の
ご
注
意

民
間
検
査
の
陽
性
結
果

の
み
で
医
療
機
関
で
の
受

診
を
せ
ず
休
む
場
合
、
診

断
書
な
ど
が
取
れ
ず
給
付

が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
自
身

の
命
に
も
関
わ
り
ま
す
。

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
に
反

し
た
夜
間
労
働
、
特
に
長
時

間
夜
勤
に
つ
い
て
は
、
心
身

に
与
え
る
有
害
性
が
科
学
的

に
も
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
健
康
リ
ス
ク
と
し
て

は
、
短
期
的
に
は
慢
性
疲
労

や
感
情
障
害
、
中
期
的
に
は

循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病
、
長

期
的
に
は
発
が
ん
性
（
乳
が

ん
・
前
立
腺
が
ん
）
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
面
に

お
い
て
も
、
夜
勤
や
長
時
間

労
働
の
作
業
は
、
酒
気
帯
び

運
転
と
同
等
以
上
の
リ
ス
ク

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
医
療
機

関
で
は
、
夜
勤
・
交
替
制
勤

務
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
よ

っ
て
長
時
間
に
及
ぶ
夜
勤
や

短
す
ぎ
る
勤
務
間
隔
に
つ
い

て
は
、
そ
の
改
善
や
規
制
が

強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

諸
外
国
で
は
、Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国

際
労
働
機
関
）
の
「
夜
業
条

約
（
1
7
1
号
）
」
や
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
の
「
労
働
時

間
指
令
」
な
ど
に
基
づ
い
た

規
制
が
行
わ
れ
、
労
働
者
の

健
康
と
生
活
を
保
護
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
「
看
護
職

員
の
雇
用
と
労
働
お
よ
び
生

活
条
件
に
関
す
る
勧
告
（
1

5
7
号
）
で
は
、
「
1
日
の

労
働
時
間
は
8
時
間
以
内
」

「
時
間
外
を
含
め
て
も
12
時

間
以
内
」
「
勤
務
と
勤
務
の

間
に
少
な
く
と
も
連
続
12
時

間
以
上
の
休
息
期
間
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
諸
外
国
並
み
の
保
護
措
置

を
と
り
、
労
働
者
が
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
必
要

で
す
。

改
善
さ
れ
な
い

看
護
職
員
の
勤
務

実
態

医
療
機
関
に
お
け
る
「
2

0
2
0
年
度
夜
勤
実
態
調

査
」
結
果
は
、
「
2
交
替
」

病
棟
の
割
合
が
過
去
最
多
と

な
り
ま
し
た
。
「
16
時
間
以

上
」
の
長
時
間
夜
勤
は
、
病

棟
数
の
52
・
5
％
、
看
護
職

員
数
の
51
・
5
％
と
変
わ
ら

ず
高
い
結
果
で
し
た
。ま
た
、

勤
務
間
隔
「
12
時
間
未
満
」

は
56
・
2
％
、
「
8
時
間
未

満
」
は
41
・
5
％
と
、
諸
外

国
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
勤

務
実
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
調
査
項
目
に
新
設
し

た
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
協
定
」

の
有
無
で
は
、
「
有
」
は
わ

ず
か
1
割
強
で
し
た
。

人
事
院
は
1
9
6
5
年
、

看
護
師
の
夜
勤
制
限
の
必
要

性
を
認
め
、
「
夜
勤
は
月
平

均
8
日
以
内
」
「
1
人
夜
勤

禁
止
」
な
ど
の
「
判
定
」
を

出
し
ま
し
た
。
1
9
9
2
年

の
「
看
護
師
確
保
法
」
基
本

指
針
で
は
、
離
職
防
止
対
策

と
し
て
夜
勤
負
担
の
軽
減
を

あ
げ「
複
数
・
月
8
日
以
内
の

夜
勤
体
制
の
構
築
」
を
位
置

づ
け
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ

ら
の
こ
と
は
慢
性
的
な
人
員

不
足
な
ど
に
よ
り
、
今
も
な

お
、順
守
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
調
査
結
果
で
も
、

「
3
交
替
」
職
場
の
ひ
と
月

の
夜
勤
日
数
「
9
日
以
上
」

は
24
・
8
％
、
「
2
交
替
」

職
場
の
ひ
と
月
の
夜
勤
回
数

「
4
・
5
回
以
上
」
は
35
・

6
％
と
高
い
結
果
で
「
夜
勤

専
門
看
護
師
」
の
配
置
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
夜

勤
人
員
の
不
足
が
続
く
中
で

夜
勤
専
門
看
護
師
に
頼
ら
な

け
れ
ば
夜
勤
体
制
の
維
持
・

管
理
が
で
き
な
い
状
況
が
推

察
で
き
ま
す
。

ま
た
、労
働
組
合
と
し
て
、

非
常
に
深
刻
だ
っ
た
の
は
、

3
割
の
施
設
で
夜
勤
協
定

「
無
」
と
い
う
事
実
で
す
。

増
員
と
夜
勤
改
善

で
働
き
続
け
ら
れ

る
勤
務
環
境
に

夜
勤
は
労
働
条
件
の
根
幹

に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題

で
、
「
夜
勤
協
定
」
は
労
働

者
の
健
康
と
患
者
の
安
全
を

守
る
う
え
で
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
。
す
べ
て
の
組
織
で

「
夜
勤
協
定
」
を
締
結
し
、

順
守
さ
せ
る
こ
と
、
守
ら
れ

な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を

追
求
す
る
等
、
夜
勤
に
関
す

る
労
働
実
態
を
重
要
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

根
本
的
な
問
題
は
、
慢
性

的
な
人
手
不
足
で
あ
り
、
問

題
解
決
に
は
大
幅
な
人
員
増

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
昨
年

の
秋
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
い
の
ち
署
名
」
を
前
面
に

掲
げ
、
人
間
ら
し
く
生
き
、

健
康
に
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
・
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

松
田

加
寿
美

増員と夜勤改善で健康に働き続けられる勤務環境へ

新型コロナ 生命口数で給付を大きく

夜勤実態調査夜勤実態調査
ご活用くださいご活用ください

２０２０年度２０２０年度


